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The Canterbury Talesにおける緑色
武藤麻香
はじめに
中世ヨーロッパにおいて、色は単なる装飾的な目的で用いられるだけでな
く、社会的地位や文化や風習に基づいた意味を表わしていた。例えば皇帝の
シンボル、権威の象徴として好まれて用いられた赤色や五月祭の時に着る風
習があった緑色の服等である。また当時の文学作品においても、色によって
情景や人物の外見や性格が描き出されている。
本論文では緑色に着目し、ジェフリ ・ーチョーサ （ーGeoffrey Chaucer）の『カ
ンタベリー物語』（The Canterbury Tales）に見られる grene（原文に基づき、
当時の綴りで表記）が使われた表現（場面、人物描写、比喩表現等）を考察
する。作中でチョーサーが grene を用い、どのように人物や場面を表現して
いるのかを明らかにする。本論文では話し手の身分や人格、話の内容・ジャ
ンル（宮廷ロマンス、ファブリオなど）や文体（high style など）を考慮し、
『カンタベリー物語』の中から『総序』（The General Prologue）、『騎士の話』
（The Knight’s Tale）、『粉屋の話』（The Miller’s Tale）、『学僧の話』（The Clerk’s 
Tale）、『女子修道院付き司祭の話』（The Nun’s Priest’s Tale）、『免償説教家の話』
（The Pardoner’s Tale）の 6 つの物話を取り上げる。
1.  中世ヨーロッパにおける緑色
ここでは中世ヨーロッパ社会における緑色がどのような意味を持って人物
や場所、季節や祝祭に用いられていたかを明らかにするため、従来されてき
た研究を概観する。
徳井淑子（2006）は、『色で読む中世ヨーロッパ』の中で緑色の意味はす
べて自然（森）に対する人々の感情に由来すると述べている。緑色は自然の
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草木、初夏の美しい新緑の色であると同時に、季節により色が変わることか
ら、長続きしない変動の色とされていた。また中世の人々にとって森は鹿や
狐を追う狩猟の場であり、木の実を餌に豚等の家畜を育てる飼育の場であっ
た。その一方で森は恐怖と脅威の世界でもあった。追い剥ぎや盗賊が出没し、
野獣が人々を襲い、妖精や怪物が棲む世界と考えられていた。生命を育み、
恵みをもたらす森と恐怖と脅威の森という異なるイメージが、春の草木や生
命の始まりを表わす緑色と魔物の色としての緑色という、緑色に対する中世
の人々の相反する感情を作り上げたと述べている。さらに徳井は、五月祭に
緑を着る習慣こそが緑色の意味を広げている要因であると言及している。五
月はヨーロッパの人々にとって厳しい冬を越えて迎える喜ばしい季節であ
り、五月祭は春の樹木に豊饒を願う祭りである。豊饒を願う五月祭には若い
男女の愛の交歓儀礼も含まれていた。このことから五月祭に着る緑色の服が
恋の気分と結びつき、緑色が恋の喜びを表わす色とされるようになったとし
ている。しかしながら緑色の服は五月祭にのみ着られていたわけではない。
緑色は当時の染色技術では美しい色を発色させることが難しく、緑色の布は
高価なものであった。そのため、五月祭の衣装としてだけでなく、特別な日
の晴れ着として使われていた。その他にも狩猟を行う際に着られていたと述
べている。また、緑という色名が未熟という比喩的な意味を持っていること
から子供に使われ、道化師たちに緑色の服が支給されていた。社会常識から
逸脱した道化師と未熟な子供、どちらも理性を欠いたものとみなされ、緑色
が使われていたと論じている。
シシル（Sicille）は『色彩の紋章』（Le Blason des Couleurs. 1528; 邦訳 2009）
の中で、紋章に使われている色について述べている。紋章において緑色はシ
ノープルと呼ばれ、森、草地、田園、草木を意味し、宝石においてはエメラ
ルドを示し、徳目は歓喜、若さであるとしている。シシルによると緑という
色は、常に陽気で青春の色であり、美、歓喜、愛、喜び、永続を意味してい
た。また人の身につけられた緑色は陽気と楽しさを意味し、陽気で決断力の
ある若者や婚約中あるいは結婚したばかりの青年や娘たち、そして冒険を求
めていく騎士に身につけられる色であると述べている。
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『中世の象徴と文学』（Le Moyen âge: Littérature et symbolism. 1984; 邦訳
2000）においてジャック・リバール（Jacques Ribard）は中世文学作品に見
られる色の象徴について述べている。その中で緑は、伝統的に再生の概念と
結びついているとされている。マリ・ド・フランス（Marie de France）の『ギジュ
マール』（Guigemar）やクレティアン・ド・トロワ（Chrétien de Troyes）の『聖
杯物語』（Perceval ou le Conte du Graal）等の中世文学作品の一節を取り上げ、
自然界の誕生や再生だけでなく、宗教的な再生や再生するために越えるべき
境界を表わすものとして緑色が使われていると説明している。
これらの文献から、中世ヨーロッパ社会における緑色は、森や草木といっ
た自然界に対する人々の感情に由来していると考えられる。中世の緑色は、
自然への感情から生命の誕生や再生という正の意味と、魔物や脅威を示す負
の意味を持つようになり、さらに当時の風習や服飾・染色等の産業と相まっ
て派生的に様々な意味を表すようになっていったと考えられる。
このように中世の緑色に関して社会的、文化的な視点から様々な研究がな
されている。しかしながら、一人の作家が文学作品の中でどのように緑色を
用いているかについては、これまで余り取り扱われていない。当時の緑色が
示す意味を裏付けるものとして当時の文学作品が多く引用されているが、文
学作品での緑色の用い方は中世ヨーロッパ社会における一般的な緑色の意味
を忠実に反映しているのだろうか。また『カンタベリー物語』の色彩語につ
いては河崎征俊（1977）が色彩語として様々な色を取り上げ、使われた場所
や人物ごとにどのような色が使われているか論じているが、色ごとの使われ
方や当時の社会における色の意味との類似点、相違点に関しては取り扱って
いない。
本論文ではジェフリー・チョーサーの『カンタベリー物語』を取り上げ、
チョーサーが緑色（grene）を用いてどのように人物や場面を表現しているか、
そしてその表現法が個々の物語の内容やテーマにどのように関連しているか
を考察する。
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2.  『カンタベリー物語』に見られる grene
ここでは、『カンタベリー物語』で緑色（grene）が使われている文を取り
上げ、grene という語によって人物や場面が作中でどのように表現されてい
るのか考察する。grene は品詞による意味の相違がほぼ見られないため、本
論文では品詞を分類せずに論じる。
まず取り上げた 6 つの物語（『総序』、『騎士の話』、『粉屋の話』、『学僧の話』、
『女子修道院付き司祭の話』、『免償説教家の話』）の中での grene の使用頻度
を明らかにする。
2.1  各物語における greneの使用頻度
上記 6 つの物語の中で grene が使われている例は合計 20 例である。各物
話における使用頻度は以下の通りである。
表 1. 各物話における grene の使用頻度
『総序』『騎士の話』『粉屋の話』『学僧の話』『女子修道院　
付き司祭の話』
『免償説教
家の話』
合計
4 14 0 2 0 0 20
表 1 からも分かるように、6 つの物話中で最も多く grene が使われている
のは『騎士の話』であり、20 例中 14 例が『騎士の話』の一節に現れる。『騎
士の話』では物語の季節が五月に設定されているため、五月の訪れを喜び、
祝う場面が度々描かれている。またストーリーが庭や森の中で進んでいくこ
とも grene が他の物語と比べて多く出てくる理由の 1 つである。『騎士の話』
に次いで『総序』では 4 例、『学僧の話』では 2 例挙げられる。『粉屋の話』、
『女子修道院付き司祭の話』、『免償説教家の話』においては grene を用いた
文は見受けられなかった。これら 3 つの話では grene は使われていないもの
の、物語全体を通じて色が全く使われていないわけではなく、人物描写や情
景描写に whyte（白）、reed（赤）、blak（黒）、blew（青）、yelow（黄色）といっ
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た色を使った表現が頻繁に出てくる。特に『粉屋の話』や『女子修道院付き
司祭の話』では、恋をする人物や森、庭といった場面が登場するが、中世ヨー
ロッパ社会で恋や森、自然を示すとされた緑色（grene）は使用されていな
い。『粉屋の話』では大工の妻アリスン（Alison）に恋する陽気な教会書記
アブソロン（Absolon）が登場する。アブソロンはめかしやで陽気、踊りや歌、
ギターを弾くことができ、女性に対して色目を使い、下心を持っている人物
として描かれ、多彩な色彩が用いられている。
Crul was his heer, and as the gold it shoon,
And strouted as a fanne large and brode;
Ful streight and evene lay his joly shode.
His rode was reed, his eyen greye as goos.
With Poules window corven on his shoos,
In hoses rede he wente fetisly.
Yclad he was ful small and properly
Al in a kirtel of a lyght waget;
Ful faire and thikke been the poyntes set.
And thereupon he hadde a gay surplys
As whit as is the blosme upon the rys.
A myrie child he was, so God me save.
 （『粉屋の話』、ll.3314-3325）1
このように恋するアブソロンの容姿や服装に関して reed（赤）、greye（灰
色）、lyght waget（ライトブルー）、whit（白）などの色が使われているが、
grene は使用されていない。中世ヨーロッパ社会において grene は愛や恋の
色を示していたと言われているが、チョーサーは必ずしも恋をしている人物
に grene を使用しているわけではない。また『女子修道院付き司祭の話』に
も『騎士の話』と同じように庭や森の場面が出てくるが、grene は用いられ
ていない。このことからチョーサーは似たような場面設定や状況であるとし
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ても同じ色を使って表現しているわけではなく、物語の内容やテーマ、強調
したい部分によって色を使い分けていると考えられる。では、チョーサーは
どのような人物、場面に grene を使っているのだろうか。次節では上記の 20
例を詳しく検討する。
2.2  各物語における greneを用いた表現
ここでは grene が使用された 20 例を詳しく検討する。基本的には物語ご
とに人物描写と情景描写に分けて考察するが、必要に応じて各物語の例を比
較しながら考察する。
2.2.1 『総序』
『総序』では物語の語り手を順番に紹介しているが、その中で grene は騎
士の従者（Yeman）、女子修道院長（Prioresse）、荘園管理人（Reeve）の 3 人
の人物及び住処の描写で使用されている。まず騎士の従者と女子修道院長の
人物描写（服装、装飾品など）の 3 例を考察する。
And he was clad in cote and hood of grene.
A sheef of pecok arwes, bright and kene、
Under his belt he bar ful thriftily
 （『総序』、l.103）
An horn he bar, the bawdryk was of grene;
A forster was he, smoothly, as I gesse.
 （『総序』、l.116）
上記 2 例は騎士の従者の描写である。『総序』で騎士の従者は、従者とし
て主人である騎士に仕えるだけでなく、森番（a forster）として狩りを取り
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仕切り、狩場の番人も務める人物として紹介されている。服装は上着も頭巾
も緑色で、緑色の紐で肩から角笛を提げている。また、髪は五分刈りで顔は
日に焼けて浅黒く（A not heed hadde he, with a broun visage. l.109）、ベルトに
はよく手入れされた孔雀の羽根のついた矢を付けていた。胸には銀の聖クリ
ストフォロスのメダルを付け、手には長弓、腕には派手な弓籠手、両腰には
剣と円盾、穂先の鋭い短剣を持っている。このようにここでは、grene は他
の描写と共に森番、狩場の番人としての騎士の従者を写実的に表わしている。
次に女子修道院長の描写はどうか。
Of smal coral aboute hire arm she bar
A peire of bedes, gauded al with grene,
And theron heng a brooch of gold ful sheene,
 （『総序』、l.159）
女子修道院長の容姿は、形の良い鼻にガラスのように薄青色（greye）の目、
小さく柔らかで赤色（reed）の口に広い額と中世美人の特徴を兼ね備えてい
る。優美な外套と緑色の珠と珊瑚でできた金のメダルの付いたロザリオを身
につけ、食事作法に熟達し、立居振舞は宮廷風を真似しようとしていた。と
ても慈悲深く情け深い人物と紹介されている。ここでも grene は、騎士の従
者の例と同様に女子修道院長の装飾品を写実的に表現しているが、騎士の従
者とは違い多少の皮肉を込めて使われている。聖職者であるにもかかわらず、
普通は黒いロザリオを身につけるべきところ 2 を緑色の珠と珊瑚と金のメダ
ル（緑色と赤色と金色）の華美なロザリオを身につけたり、宮廷風な立居振
舞をしたりと世俗的に描かれている。ここでは女子修道院長（マダム・エグ
レンティーン）という人物を特徴づけるために、あえて grene をはじめ女子
修道院長の身分には不釣り合いな色を連想させる語（coral、gold など）を用
いていると考えられる。似たようなニュアンスは次の荘園管理人の住処に関
する描写にも読み取れる。
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His wonyng was ful faire upon an heath;
With grene trees yshadwed was his place.
 （『総序』、l.607）
荘園管理人は『総序』において、仕事はできるが怒りっぽくてずる賢く、
自身の主人をうまく欺いて得をしている人物として紹介されている。そんな
荘園管理人の住処がヒースの野にあり美しく樹木に囲まれたところにあるの
である。この住処の描写は荘園管理人の人柄とは対照的に表現されているが、
この美しいヒースの野にある緑の樹木に囲まれた住処は人を欺き得た利益の
一つであり、その不釣り合いさがさらに荘園管理人の人を欺くことで私利
私欲を肥やしていく人柄を強調していると考えられる。また with grene trees 
yshadwed was his place という表現から周囲に自分の本心（his place）を隠し
（yshadwed）、欺きながら生きている荘園管理人を暗に表現しているのである。
これらの例から『総序』においてチョーサーは grene を用い、語り手の人
物を写実的に表現しているだけでなく、あえて不釣り合いな用い方をするこ
とで、語り手の人物像を特徴付けているのである。
2.2.2  『騎士の話』
『騎士の話』では、人物描写（服装、装飾品など）や情景描写（森、庭など）
で 14 回 grene が用いられている。また grene が登場人物の台詞の中で自然や
神への呼びかけとして使われた例も見られる。この 2 つの側面が物語全体の
中で、どのように組み合わされ、組み込まれているか。それが考察の中心と
なる。
まず人物描写の grene について見ていく。主に服装や装飾品で grene が使
われているのはエメリー（Emelye）、貞節と純潔の女神ディアーナ（Dyana）、
愛の女神ウェヌス（Venus）、アルシーテ（Arcite）、アルシーテと槍試合に
出場するインド王エメトレウス（Emetreus）である。特にエメリーの描写に
grene が多く用いられている。エメリーに対して grene が使われた場合、そ
−91−
れはエメリーの若さ、さわやかさ、美しさ、貞節さを示す役割を果たしている。
That Emelye, that fairer was to sene
Than is the lylie upon his stalke grene,
And fressher than the May with floures newe −
 （『騎士の話』、l.1036）
エメリーはスキタイの女王イポリタ（Ypolita）の妹であり、長い金髪と天
使のような声を持つ心優しい人物である。上掲の一節ではエメリーの若々し
く美しい様子が、茎の青々とした白くさわやかな百合やバラに喩えられてい
る。ここでは grene は直接エメリーを修飾しているわけではないが、エメリー
を茎の青々とした百合（the lylie upon his stalke grene）と比べることで間接的
にエメリーの生き生きとした若さ、清々しさ、美しさを表現していると考え
られる。
またエメリーは緑色の服を着て登場する。
With his Ypolita, the faire queene,
And Emelye, clothed al in grene,
On hunting be they riden royally.
 （『騎士の話』、l.1686）
これはテーセウス公（Theseus）の狩りに同伴するエメリーの服装の描写
である。この例においては、狩りのために森へ行く場面であること、季節が
五月であることなどから緑色の服を着ているとも解釈できる。しかしそれだ
けであろうか。ここでは grene はエメリーの本質を表わしていると考えるこ
とができるのではないだろうか。この点で特に注目されるのは、上記の例に
おける clothed al in grene という表現である。例えば『総序』における騎士の
従者の服装の描写では、And he was clad in cote and hood of grene. というよう
に cote や hood といった名詞の服飾語が使われているが、ここでは clothed al 
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in grene というように服飾語は使われておらず、grene をじかに身につけると
いうニュアンスが見て取れる。イディオムとしてはどちらも clothed in であ
るが、エメリーは緑色の上着と頭巾を身につけた騎士の従者とは対照的に、
衣服をではなく緑色そのものを身につけている人物として描かれている。そ
こにチョーサーのエメリーという人物の内面的な性質へ踏み込んだ表現を読
み取ることができるように思われる。さらにもう一つ注目すべきこととして、
エメリーが自身の守護神として祈りをささげている貞節の女神ディアーナも
また緑色そのものを纏っていることが挙げられる。
In gaude grene hir statue clothed was,
With bowe in honde and arwes in a cas.
 （『騎士の話』、l.2079）
これは馬上槍試合場に設けられたディアーナの神殿にあるディアーナ像の
描写であるが、この像が grene（gaude grene、黄緑色）を纏っているのである。
ディアーナは狩り、貞節、純潔を司る処女神でありローマの樹木、豊穣の女
神である。祈りを捧げるためディアーナの神殿を訪れたエメリーは、常緑の
オーク樫 3 の冠（A coroune of a grene ook cerial）を付け、ディアーナに対し
て ＇chaste goddesse of the wodes grene＇ と呼びかけながら、人妻となり出産を
することなく、生涯処女を貫きたいという思いを述べている。
A coroune of a grene ook cerial
Upon hir heed was set ful fair and meete.
 （『騎士の話』、l.2290）
“O chaste goddesse of the wodes grene,
To whom bothe hevene and erthe and see is sene,
 （『騎士の話』、l.2297）
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これらのことから、エメリーの描写に使われる grene（緑色の服や装飾品）
には、エメリーの若さや美しさという外見的な特徴のみならず、貞節や純潔
というエメリーの内面的な性質をも示していると考えられる。
それでは次に愛の女神ウェヌスに grene が使われた例を見ていく。
And fro the navele doun al covered was
With wawes grene, and brighte as any glas.
 （『騎士の話』、l.1958）
これは馬上槍試合場の祭壇に祭られたウェヌス像の描写である。先の例で
貞節の女神ディアーナに grene が使われていたが、愛の女神ウェヌスの描写
にも grene が使われている。この grene はウェヌスを直接形容しているわけ
ではないが、コンコーダンス 4 によると wawes（波）や類義語である see（海）
を grene が形容しているのは上記の例のみである。したがって、この grene
はウェヌスの性質と関わっている可能性がある。ウェヌスは愛の女神である
ことから、この grene はウェヌスの司る愛を示唆していると考えられる。
これまで 3 人の女性（エメリー、ディアーナ、ウェヌス）に grene が使わ
れた例を見てきたが、つぎはアルシーテとインド王エメトレウスの例を見て
いく。
Upon his heed he wered of Laurer grene
A garland, fressh and lusty for to sene.
 （『騎士の話』、l.2175）
Eek on his heed a coroune of laurer grene,
And in his hond a swerd ful bright and kene.
 （『騎士の話』、l.2875）
第一の例は、アルシーテと共に槍試合に出場するインド王エメトレウスの
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描写であり、エメトレウス王は緑色の月桂冠を頭に載せている。第二の例
は、アルシーテの葬儀のためにアルシーテに施された服装や装飾品の描写
である。これらの場面で、grene は栄誉の象徴である laurer を形容している。
laurer は常緑の植物である。コンコーダンスによると『カンタベリー物語』
の中で laurer は 6 ヶ所で使われている。そのうち 4 例は『騎士の話』、残り
2 例は、今回は取り上げていない『貿易商人の話』（The Merchant’s Tale）で
使われている。そのうちの 4 例までが grene とともに用いられている。した
がって、ほぼ決まり文句のように使われているように思われるが、grene が
共に使われることにより laurer の常に青々した様子が強調され、栄光の最盛
期にあることが表現されている。アルシーテはすでに死んでいるため、上掲
第二の例では栄光の最盛期にあるとは言えない。しかしながら、月桂冠のほ
かに豪華この上もない錦（金）の装束を身につけ、手には剣を持っているこ
とから、死を代償にして手にした栄光を称えて月桂冠を身につけて埋葬され
た様子が描かれたのである。
これまでは人物描写に使われた grene を考察してきたが、次からは『騎士
の話』において grene が情景描写に使われた例を考察する。
And eek the gardyn, ful of braunches grene,
Ther as this fresshe Emelye the shene
 （『騎士の話』、l.1067）
これはパラモン（Palamon）が初めてエメリーを見かける場面である。牢
に囚われ、悲嘆に暮れているパラモンは牢の中から緑が茂る庭にいるエメ
リーを見かけ、恋に落ちるのである。ここでは囚われの身であるパラモンと
自由な身であるエメリーが grene によって対比されていると考えられる。パ
ラモンのいる牢の描写では色こそ用いられていないが、嘆き悲しむ様子から
暗く重い場面が表現されている。一方自由に動くことができるエメリーのい
る庭の描写で grene を使うことで、草木が茂り、さわやかで明るい場面が示
されている。これにより牢の中で嘆き悲しむパラモンと五月の季節を楽しみ
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ながら庭を歩くエメリーの心情が対比され、対極にあるそれぞれの状況が読
み手に印象づけられるのである。同じように grene によって人物の心情が対
照的に描かれている場面が次の 2 例である。
And loude he song ayeyn the sonne shene;
“May, with alle thy floures and thy grene,
Welcome be thou, faire, fresshe May,
 （『騎士の話』、l.1510）
Welcome be thou, faire, fresshe May,
In hope that I som grene gete may.”
And from his courser, with a lusty herte,
 （『騎士の話』、l.1512）
上記 2 例は、テーセウス公の近習頭となったアルシーテが五月への敬意を
表わすため、森にやってきた時の台詞である。アテネ追放後、姿や名前を変
えてテーセウス公の近習頭となり、エメリーのそばにいるアルシーテは五月
の森を楽しく歩き回っている。ここでの grene は文脈上、森、木々の緑の意
味で使われている。しかしそれだけではなく grene によって本当の身分を隠
しながらも自由を手にし、楽しく歩きまわっているアルシーテ（with a lusty 
herte）を表現している。一方、7 年間の牢獄生活の末に脱獄し、アルシーテ
が楽しく歩き回っている森の茂みに隠れているパラモンは以下のように描写
されている。
Ther as by aventure this Palamoun
Was in a bussh, that no man myghte him se,
For soore afered of deeth was he.
 （『騎士の話』、ll.1516-1518）
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同じ森にいるにもかかわらず、死を恐れ、人目を忍ぶパラモン（afered of 
deeth）の描写には grene は使われていない。このことから、あえてアルシー
テの台詞にのみ grene を使うことで、アルシーテの心情のみならず、対極の
状況にいるパラモンの心情をも印象づけていると考えられる。この場面の
grene は二人の置かれている心情的状況を対比させているのである。
この「緑の森」はアルシーテの埋葬の場面で再び登場する。
That in that selve grove, swoote and grene,
Ther as he hadde his amorous desires,
 （『騎士の話』、l.2860）
これはアルシーテの埋葬場所として選ばれた森の描写である。アルシーテ
とパラモンはこの森で再会し、エメリーをめぐり決闘したのである。またア
ルシーテが恋の欲情を持ち、恋の炎を燃やした所であり、テーセウス公はア
ルシーテの埋葬場所に最もふさわしい場所としてこの森を選んだ。この一節
の grene は森の美しい緑（草木）を指している。一方、テーセウス公は埋葬
の準備を進め、薪や一緒に火葬する生木や香料を用意させるのだが、その描
写にも grene が用いられているのである。
Heigh labour and ful greet apparaillyng
Was at the service and the fyr-makynge,
That with his grene top the hevene raughte;
 （『騎士の話』、l.2915）
And thanne with drye stikkes cloven a thre,
And thanne with grene wode and spicerye,
And thanne with clooth of gold and with perrye,
 （『騎士の話』、l.2935）
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第一の例はアルシーテの葬儀のために用意された薪についての描写であ
り、第二の例は薪の上に置かれた生木の描写である。薪の上には生木（grene 
wood）のほかに drye stikkes cloven a thre、clooth of gold、perrye、gerlandes、
mire、al so greet odour などが一緒に置かれたとされている。したがって後者
の例では、葬儀の儀式を写実的に表わしたと考えられる。しかし、第一の例
は複雑である。葬儀の為に高く積まれた薪の天辺が grene であったとはどう
いうことなのであろうか。通常薪は木の幹を適当な大きさに切り、火が点き
やすいように乾燥させたものであるため、葉っぱが残っていたとしてもその
色をgreneと描写していることには違和感が残る。このgreneの解釈は難しく、
事実これまでの研究者の見解も分かれている。例えば、スピアリング（A. C. 
Spearing）は、薪の山を巨人に喩えている解釈している。
Chaucer personifies the pyre as a giant
whose head reaches the heaven.5
さらに、ネビル・コグヒル（Nevill Coghill）は、＇grene top＇ を「天に昇る
火葬の煙の色」と大胆に意訳し、文学的な解釈の一つの可能性を示している。
The solemn work of building up the pyre
Was done in splendour and they laid a fire
That reached to heaven in a cone of green.6
しかしながら、これまで余り注目されていない重要な点がある。この葬儀
の場面では、他の場面と比べて短い間隔で grene が頻繁に点在しているので
ある。上記 2 例の少し前に、先に述べた 2 例―埋葬場所としての森の描写（『騎
士の話』、l.2860）や柩に納められたアルシーテの服装の描写（『騎士の話』、
l.2875）も同一の場面の連続の中で現れているのである。このように場面の
連続の中で見てみると、アルシーテの埋葬の場面であるにも関わらず、暗く
重い雰囲気はなく、どこか穏やかでさわやかな印象を読者に与えている。こ
−98−
れらの例はさらなる考察が必要ではあるが、この場面においてチョーサーは
写実的な描写をしているわけではなく、grene を点在させることで栄光の中
で命を落としたアルシーテの死を暗く悲しいものではなく、穏やかで美しい
ものとして表現しているのではないだろうか。
2.2.3  『学僧の話』
『学僧の話』には grene は 2 例あるが、どちらも若さの表現として使われ
ている。
“And thogh your grene youth floure as yit,
In crepeth age alwey, as stille as stoon,
 （『学僧の話』、l.120）
これは侯爵ワルテル（Walter）に対し、早く結婚するように説得している
臣下たちの台詞の一節である。ここでの grene は youth を形容し、「若い」の
意味で使われている。
I wol with lusty herte, fressh and grene,
Seyn yow a song to glade yow, I wene;
 （『学僧の話』、l.1173）
これは話を終えた学僧（Clerk）の台詞である。学僧は、「自分の話は女性
たちにグリゼルダ（Grisilde）を真似て謙遜するようにと言っているのでは
なく、どのような人もどのような状況でも分相応にふるまって志操堅固であ
るようにと言うためだ」と言い、バースの女房（Wife of Bath）や彼女と同
意見を持つ女性のために祈り、皆を喜ばせる歌を歌おうと思うと述べ、話
を終えている。ここでの grene も『学僧の話』l.120 と同様に「若い、元気
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はつらつとした」という意味で使われている。ここで注目したいのは grene
という単語が緑色から離れて young を表わす語として用いられていること
である。ノーマン・デイビス（Norman Davis）の glossary7 で grene を引くと
young, vigorous の意味で記載されている。これは後世の編者が読者のために
作った語彙集であるため、チョーサーが grene と young を同一の意味を持つ
単語として認識していたかは不明であるが、少なくとも grene と young を関
連づけて使っていたと考えられる。チョーサーは間接的に若さを示す色とし
て grene を使っているだけでなく、より直接的に若さを示す単語として用い
ていたのである。
おわりに
本論文では『カンタベリー物語』における緑色の使い方について考察して
きたが、本論文で取り扱った 20 例からチョーサーは中世社会において grene
が担ってきた意味を常に作品に反映させているわけではないことが分かっ
た。チョーサーは美しさや愛、喜び、若さなどを示すために grene を使用し
ているが、必ずしも常に使用しているわけではなく物語のテーマや焦点の当
て方によって使用する色を変え、時には不釣り合いな色の使い方をすること
で、使用した人物や場面を特徴づけているのである。
本論文では『カンタベリー物語』の中から 6 作品（実際に grene の使用例
として取り上げたのは 3 作品）のみを扱い、『カンタベリー物語』全体を考
察することができなかった。また grene の品詞分類や韻律としての使われ方
など検討すべき問題も多く残っている。これらの点を今後の課題として、『カ
ンタベリー物語』についてさらに研究を進めていきたい。
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